
■ＩＴＬＳフレームワーク（初版）

ＩＴリテラシー

社会におけるＩＴ分野での事象や情報等を正しく理解し、関係者とコミュニケートして、業務等を効率的・効果的に利用・推進できるための知識、技能、活用力

Ａ．ＩＴの動向 Ｂ．ビジネスの改善・刷新 Ｃ．リスク対応 Ｄ．ITへの投資

A1. ITの潮流と

ビジネスへの影響

A2. 各種情報シス

テムの特徴

A3. サービスやソ

フトウェア・ハー

ドウェアの選択と

適用

B1. 情報の取得・

分析

B2. 改善・刷新の

実施

B3. 操作・表現の

技術

C1. 規程・方針 C2. 脅威 C3. 対策 D1. 開発・運用の

技術

D2. IT関連法規 D3. コンピュータ

科学

・シェアリングエ

コノミーやサブス

クリプション方式

など新たなビジネ

ス形態やテレワー

クなどの新たな

ワークスタイル

・経営戦略を支援

する情報システム

の戦略の目的とシ

ステムの特徴や考

え方

・システムを構成

するサービスやソ

フトウェアの特徴

・情報の検索・取

得、整理、分析、

編集、発信などリ

サーチの基本的な

考え方、方法

・コンピュータ及

びネットワークを

利用した業務の自

動化、効率化の目

的、考え方、方法

・データの可視

化、業務フローな

ど業務を把握する

際のビジュアル表

現

・セキュリティ関

連法規(サイバー

セキュリティ基本

法、不正アクセス

禁止法など)、不

正競争防止法（営

業秘密）、情報セ

キュリティポリシ

・情報セキュリ

ティの概念の理

解、代表的な情報

資産の種類とこれ

らに対応する人

的・技術的・物理

的脅威と脆弱性

・情報セキュリ

ティに関する人

的・技術的・物理

的セキュリティ対

策の基本的な考え

方

・要件定義、シス

テム設計、プログ

ラミング、テス

ト、ソフトウェア

保守などシステム

開発のプロセスの

基本的な流れ

・知的財産権(著

作権法、産業財産

権関連法規など)

・システムの構

成、処理形態、利

用形態の特徴

・AI、IoTの基本

的な考え方、社会

や身近な業務での

使われ方

・経営を支援する

各種管理システム

の基本的な考え方

・システムを構成

するハードウェア

の特徴

・業務データの分

析や整理を行うた

めの統計・分析手

法、データ及び

データ構造の基本

的な考え方

・コミュニケー

ションにおけるグ

ループウェアや

SNSなどの効果的

な利用

・オフィスツール

などのソフトウェ

アの特徴と基本操

作、論理的で効果

的なレポート作成

と発信の考え方

・コンプライアン

ス、コーポレート

ガバナンスなど、

企業の規範の考え

方

・情報技術等を悪

用するなどの代表

的な攻撃手法の種

類とこれらへの対

策の概要

・リスクマネジメ

ントの流れと情報

セキュリティマネ

ジメントシステム

(ISMS)の考え方

・アジャイルなど

をはじめとする、

代表的な開発モデ

ルや開発手法に関

する意義や目的

・各種契約

(NDA、SLA、ラ

イセンス)など、

取引に関連する法

規(下請法、PL法

など)

・システムの性

能・信頼性・経済

性（費用対効果）

・クラウドコン

ピューティングな

ど代表的なサービ

スを通じたソ

リューションビジ

ネス

・各種ビジネス分

野での代表的なシ

ステムの特徴や考

え方

・ライセンス形

態、ライセンス管

理など、ソフト

ウェアライセンス

の考え方、特徴

・情報システムに

蓄積されたデータ

の操作・分析、担

当業務における業

務改善や問題解決

への活用

・業務モデルにお

ける代表的なモデ

リングの考え方

・職場でシステム

を活用する観点で

のファイル管理の

考え方と基本的な

機能の使い方

・個人情報保護の

必要性、関連する

法律、個人情報保

護方針（プライバ

シポリシ）

・利用により生じ

る人為的ミス

(ヒューマンエ

ラー)に起因する

脅威と対策の想定

・IoTシステムの

情報セキュリティ

を維持するための

各種の指針・ガイ

ドラインが推奨し

ている事項

・プロジェクトや

プロダクトのマネ

ジメントの意義、

目的、考え方、手

法

・労働基準法、労

働者派遣法など、

労働に関する法規

・クラウド利用を

前提としたアーキ

テクチャ、オープ

ンソースソフト

ウェア(OSS)の特

徴

※ 上記のほか知識の詳細は「ITLSモデルカリキュラム」を参照

＜習得・活用度＞

　【１級】　上記における各領域に関する知識を横断的に活用し、実務の場でリーダーシップを発揮できる。

　【２級】　上記「Ａ．ITの動向」領域に関する知識を前提とし、必要に応じて他領域の一部の知識を適宜選択・活用しながら実務に対応できる。


